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京大東アジアセンターニュースレター   第 361 号





○ 読後雑感 ： ２０１１年 第７回 










  時 間： 2011 年 4 月 19 日(火)  17：00－18：30  (注意：いつもより 30 分遅れて開始)  
  場 所： 京都大学吉田キャンパス・法経済学部東館 3 階第 3 教室 







展開」『大阪商業大学論集』第 5 巻第 1 号、2009 年 5 月。 
 
注：本研究会は原則として授業期間中の毎月第３火曜日に行います。2011 年度における開催(予定)日は以下の通りです。 
前期：4 月 19 日（火）、 5 月 17 日（火）、 6 月 21 日（火）、7 月 19 日(火) 








                                                             小島正憲 
 
１．「中国の新しい対外政策」  ２．「構造転換期の中国経済」  ３．「パンダ外交」  ４．「中国 この腹立たしい隣人」 
５．「中国にこれだけのカントリー・リスク」  ６．「中国ビジネスは俺にまかせろ」  ７．「世界で稼ぐ人 中国に使われる人 日本でくすぶる
人」 
 
１．「中国の新しい対外政策」  リンダ・ヤーコブソン、ディーン・ノックス著  岡部達味監修 辻康吾訳 岩波書店 ３月１
６日 





















































２．「構造転換期の中国経済」  佐々木信彰編著  世界思想社刊  ２０１０年１２月２０日発行 






































































３．「パンダ外交」  家永真幸著  メディアファクトリー新書  ２月２８日 
副題 ： 「中国はパンダという“資源”をどう活用し、国際社会を渡ってきたか？」 















４．「中国 この腹立たしい隣人」  辛坊治郎・孔健著  実業之日本社  ３月８日 


























５．「中国にこれだけのカントリー・リスク」  邱永漢著  グラフ社  ３月５日 


































６．「中国ビジネスは俺にまかせろ」  山田清機著  朝日新聞出版  ２月２８日 
副題 ： 「上海の鉄人２８号 古林恒雄」 
帯の言葉 ： 「文化大革命末期、カネボウ社員として中国に渡り３０余年、数千に及ぶ中国進出プロジェクトを手がけた男 
















７．「世界で稼ぐ人 中国に使われる人 日本でくすぶる人」  キャメル・ヤマモト著  幻冬舎  ２月２５日 

















                                                              以上 
************************************************************************************************ 








































④韓国企業、５割が U ターン希望。 
韓国の調査機関によると、中国に進出している韓国企業は、人件費の急上昇や労務紛争の多発、各種の規制の
















































































































































































武漢は NO だった。ちなみに武漢→広州の片道の料金は、１等席で７８０元、２等席で４９０元である。 








































































2005 年 10.4  12.9 1.8 27.2 1020 28.4 17.6 0.8 ▲0.5 17.6 9.3 
2006 年 11.6  13.7 1.5 24.3 1775 27.2 19.9 ▲5.7 4.5 15.7 15.7 
2007 年 13.0 18.5 16.8 4.8 25.8 2618 25.7 20.8 ▲8.7 18.7 16.7 16.1 
2008 年 9.0 12.9 21.6 5.9 26.1 2955 17.2 18.5 ▲27.4 23.6 17.8 15.9 
2009 年 9.1 11.0 15.5 1.9 31.0 1961 ▲15.9 ▲11.3 ▲14.9 ▲16.9 27.6 31.7 
2 月  （3.8） (15.2) ▲1.6 (26.5) 48 ▲25.7 ▲24.1 ▲13.0 ▲15.8 20.5 24.2 
3 月 6.1 8.3 14.7 ▲1.2 30.3 186 ▲17.1 ▲25.1 ▲30.4 ▲9.5 25.5 29.8 
4 月  7.3 14.8 ▲1.5 30.5 131 ▲22.6 ▲23.0 ▲33.6 ▲20.0 25.9 27.1 
5 月  8.9 15.2 ▲1.4 (32.9) 134 ▲22.4 ▲25.2 ▲32.0 ▲17.8 25.7 28.0 
6 月 7.9 10.7 15.0 ▲1.7 35.3 83 ▲21.4 ▲13.2 ▲3.8 ▲6.8 28.5 31.9 
7 月  10.8 15.2 ▲1.8 (32.9) 106 ▲23.0 ▲14.9 ▲21.4 ▲35.7 28.4 38.6 
8 月  12.3 15.4 ▲1.2 (33.0) 157 ▲23.4 ▲17.0 ▲2.05 7.0 28.5 31.6 
9 月 8.9 13.9 15.5 ▲0.8 (33.4) 129 ▲15.2 ▲3.5 10.6 18.9 29.3 31.7 
10 月  16.1 16.2 ▲0.5 (33.1) 240 ▲13.8 ▲6.4 ▲6.2 5.7 29.5 31.7 
11 月  19.2 15.8 0.6 (32.1) 191 ▲1.2 26.7 10.0 32.0 29.6 34.8 
12 月 10.7 18.5 17.5 1.9 (30.5) 184 17.7 55.9 9.7 -44.6 27.6 31.7 
2010 年 10.3 15.7 18.4 3.3 24.5 1831 31.3 38.7 16.9 17.4 19.7 19.8 
1 月    1.5  142 21.0 85.6 24.7 7.8 26.0 29.3 
2 月  (20.7) (17.9) 2.6 (26.6) 76 45.7 44.7 2.5 1.1 25.5 27.2 
3 月 11.9 18.1 18.0 2.4 26.3 ▲72 24.2 66.4 28.1 12.1 22.5 21.8 
4 月  17.8 18.5 2.8 25.4 17 30.4 50.1 21.3 24.7 21.5 22.0 
5 月  16.5 18.7 3.1 25.4 195 48.4 48.9 29.3 27.5 21.0 21.5 
6 月 10.3 13.7 18.3 2.9 24.9 200 43.9 34.6 8.3 39.6 18.5 18.2 
7 月  13.4 17.9 3.3 22.3 287 38.0 23.2 12.8 29.2 17.6 18.4 
8 月  13.9 18.4 3.5 23.9 200 34.3 35.5 21.2 1.4 19.2 18.6 
9 月 9.6 13.3 18.8 3.6 23.2 169 25.1 24.4 12.2 6.1 19.0 18.5 
10 月  13.1 18.6 4.4 23.7 271 22.8 25.4 8.7 7.9 19.3 19.3 
11 月  13.3 18.7 5.1 29.1 229 34.9 37.9 28.1 38.2 19.5 19.8 
12 月 9.8 13.5 19.1 4.6 20.4 131 17.9 25.6 9.2 -13.3 19.7 19.9 
2011 年             
1 月    4.9 23.7 65 37.7 51.4 16.6 11.4 17.3 16.9 
2 月  14.9 11.6 4.9 － -73 2.3 19.7 -10.9 32.2 15.7 16.2 
 
注：1.①「実質 GDP 増加率」は前年同期（四半期）比、その他の増加率はいずれも前年同月比である。 
2.中国では、旧正月休みは年によって月が変わるため、１月と 2月の前年同月比は比較できない場合があるので注意 
されたい。また、(  )内の数字は 1月から当該月までの合計の前年同期に対する増加率を示している。 
  3. ③「消費財小売総額」は中国における「社会消費財小売総額」、④「消費者物価指数」は「住民消費価格指数」に対応
している。⑤「都市固定資産投資」は全国総投資額の 86%（2007 年）を占めている。⑥―⑧はいずれもモノの貿易であ
る。⑨と⑩は実施ベースである。 
出所：①―⑤は国家統計局統計、⑥⑦⑧は海関統計、⑨⑩は商務部統計、⑪⑫は中国人民銀行統計による。 
 
